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　江別市の北部を走る国道275号に隣接する江別第
1工業団地と江別第2工業団地。利便性に富んだ交通
アクセス環境を生かし、製造・流通関連企業が集積し
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景市都。すで設施業商たし用活を場工ダヒ旧るあで産遺業産るえ伝を史歴のがんれと業窯、は」）リブエ（IRBЁ「　
観賞（建造物部門）にも選ばれています。
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ケーキ・焼き菓子
　希少品種の小麦「ハルユタカ」
をブレンドした、江別産小麦100
％のら～めんです。

えべチュンら～めん
　市内に数多くあるパン店の中に
は、江別産の小麦粉を使っている
ところも。
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